病棟チームカンファレンス記録

平成30年11月1日(木)　　　　　司会：川守田　裕紀　記録：三浦　育子
	藤原
	木村
	川守田
	藤田
	中野
	田口
	清川
	三浦
	羽田

	深夜
	準夜
	◯
	公休
	公休
	遅Ｂ
	
	
	◯

	松橋
	原子
	石橋
	秋山
	
	
	
	
	

	業務
	公休
	深夜
	準夜
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・11/3（土）は写真撮影の集合が9：15となっていますので、モーニングミーティングは
ありません。

・ＯＴ学生による臨床実習開始のお知らせです。
東北メディカル学院3年生　１名　平成30年11月5日～12月7日（5週間）で実習に入ります。

・看護グループ内研修のお知らせです。出欠の記入をお願いします。
日時：11月12日（月）　17:15～17:45　場所：メンタル3階　会議室
　テーマ：救急対応

＜患者様連絡事項＞　
・曽我　正子様～本日、14時ケア会議後、14時30分退院となっています。

・山口　富造様様～昨日息子様より電話があり。「いなほ荘」へ行って来られ「いなほ荘」のスタッフより本人と直接会って話を伺いたいという事で、後日調査日について「いなほ荘」から連絡が来るとの事です。

・十日市　利喜様～シンラック液　２本処方となっています。



＜注目患者様＞
・内田　都影様～午前中は、ＯＴの予定であったが「行かない。午後でもいいんじゃない？午後行くから…」と話しています。身辺整理・金銭管理をしてほしい事を伝えていますが返事のみで、ソファコーナーで眠っています。スタッフ・他患者様問わず、誰にでも話し掛けていく事が多く見られ、内容は妄想様発言が多く切り上げる事が出来ずにいます。自室での静養に対し、「いや、いいよ。別に休まなくても…」と話されるも、一旦自室に戻りすぐ出て来られ、他患者様に話し掛けており落ち着きありません。他患者様より「他室侵入してまで特定患者様（Ｍ・Ｕ様）へ話しかけに来る」とクレームが聞かれています。症状が悪くなると神仏的な妄想、皇族妄想発言や自己中心的な思い込みから不満を訴え、まとまりない話し掛けも頻回となります。他者とのトラブルに注意し話しを傾聴しながら現実検討し見守り対応していきましょう。

・滝田　英人様～大声での独語が目立つ時と静かな時の波は見られていますが時間が経つと落ち着く事があります。夜間の睡眠時間も不安定となっており、昨日の準夜帯、やかんでお湯を沸かしたままホールからいなくなり、沸騰している状態で、スタッフ側で火を消し危険である事を伝えていますが、無視し、カップラーメンを食べ始めています。夜間の睡眠状態の観察と身体管理も含め状態の観察をしていきましょう。

＜安ヶ平Drケース検討＞
・三上　勇様～昨日、市役所に行くと妄想的言動がありましたが、出て行こうとする行為
は見られません。本日は落ち着いて過ごしていますが、所在確認、言動に
注意しましょう。また、エレベーター使用時、車輪が溝に挟まりバランス
を崩す事があり、歩行器の正しい使い方の説明をし、同伴スタッフも厳重に注意していきましょう。

・中川原　義雄様～排便痛ありポステリザン軟膏使用しています。硬便あり、出血見られるとの事です。気分は落ち気味ですと話し。寒さに弱いとも話しています。

・滝田　英人様～大声で独語あり、怒り口調で喧嘩のような独語をしています。やかんで
湯を沸かして火にかけっぱなしにしている事があります。作業療法は間違い探し。今日はジグソーパズルを行ってきたとの事です。

・上村　みわ様～美濃部さんと話するので　背が伸びるのでと話しています。背が伸びる、
注射、歯科、退院の日付を言っています。プログラムを拒否する事見られています。妄想発言も聞かれています。

＜馬渡Drケース検討＞
・原　吉郎様～以前より体調不良の訴えは減ってきているようだが、「心臓の病気や脳の病
気が気になる」などと心気的です。本人いわく、自分から他の患者さん話しかけることができるようになったとも話しています。幻聴体験は変わらずで、１日2～3回、医者か警察官などと交信していると話しています。ホールで座る場所を指示されるとも話しています。持続時間は短いです。
レボトミン100㎎500㎎へ変更となり、クロザピンは150ｍｇまで漸増となっています。

・山下　拓也様～買い物への執着は相変わらず強いものの、不穏興奮や他者トラブルなく
経過しています。病棟内のルールも守れています。まだ便が緩いとのことで酸化マグネシウム3Ｔ➝2Ｔとなっています。

・蝦夷森　重男様～青山荘への入所判定は可能となっています。本人は多少納得がいかないようではあるが強い拒否はみられません。

・佐々木　淳様～最近では目立った不機嫌さもなく、入浴も進んで行う事ができています。
食事や睡眠も良好で歩行状態も以前より改善、安定しています。

・山口　富造様～家族が『いなほ荘』への申込みを行っており、後日施設スタッフが本人と面談にくるとのことです。
＜皮膚科診察＞
・三上　勇様～特変なく処置継続です。趾の爪にケルガー液を塗りすぎないようにして下
さい。デルモゾールⅮＰ軟膏2本、ケルガー液1本処方となっています。

・山口　富造様～特変なく処置継続です。デルモゾールDP軟膏2本とケルガー液　1本処
方となっています。

・松川　久雄様～両趾爪は特変なし。頭部、顔面の皮疹は著明に軽快となっています。処
置継続です。

・五日市　規様～両趾～趾間のびらん軽快、発赤減少、落屑みられ処置継続です。テルビ
ナフィンクリームを塗擦して下さい。エキザルベが残っていたら残っている分も無くなるまで塗擦して下さい。

・松谷　和也様～右趾間（第4趾）に発赤、落屑、新生あり。左趾間は特変なし。躯幹、
四肢、顔面は軽快状態続いています。処置継続です。デルモゾールＤＰ軟膏　2本とロコイド軟膏　1本処方となっています。

[bookmark: _GoBack]・伊藤　義彦様～稍軽快、左第4・5趾爪に不変あり、処置継続です。
